
1 基本情報
(1) 総合計画体系

(2) 政策の概要（当年度（2024年度）実施内容）

予算
決算

年間経費(予算又は決算+A+B)

3 政策指標の状況

4 前年度（2023年度）政策評価
(1) 前年度（2023年度）実施内容

(2) 政策評価（政策の進捗及び課題）

20

実績 20 20 20
63

実績 38 43 67 96 99

＜進捗＞ 進んでいる
・連続して人身交通事故を削減（△95件）した。また、死亡者は昨年度に比べ半減（△10人）した。
・幹線道路における交通事故抑止対策として、R257号根洗交差点等の対策工事が完了。幹線道路の中央分離
帯６箇所を閉鎖した。
・通学路の交通安全対策では、グリーンベルトや注意喚起標識の設置等、計75箇所の対策を実施した。
・生活道路では、速度規制と物理的デバイスの組み合わせにより安全な通行空間を確保する「ゾーン30プラス」を
２地区設定した。
・道路照明灯LED化更新事業は、国県道等の交通量が多い幹線道路の連続照明を優先してLED化したことによ
り、安全性が向上した。

実績 6,582 5,570 5,375 5,094 4,999

・市民が安全・安心に生活できるように道路が適正かつ持続的に保全され、交通事故や災害が少ない都市を実現する。
①市民の交通安全意識の向上
②幹線道路における交通事故抑止対策
③通学路の交通安全対策
④生活道路の交通安全対策

人身交通事故発生件数（件） 件
目標 6,000 6,000 2,500 2,500

道路照明灯LED化更新率 ％
目標 80 45 50

2,500 2,500

2022 2023政策指標 単位

55 60

交差点等事故削減対策の実施箇所数 箇所
目標 20 20

2024年度 2019 2020 2021

3,416,807 4,012,193 3,596,825 4,177,857 4,031,888 4,573,284

人件費（人工分）（B） 51,800 62,531 62,454 62,300 63,000 70,000

人件費(報酬等)（A）

2 政策コストの状況（千円） 2019 2020 2021 2022 2023

3,365,007 3,949,662 3,534,371 4,115,557 3,968,888

2024

4,146,661 3,365,044 4,238,501 3,778,111 3,784,070 4,503,284

・市民が安全・安心に生活できるように道路が適正かつ持続的に保全され、交通事故や災害が少ない都市を実
現する。
①市民の交通安全意識の向上
②幹線道路における交差点改良等の交通事故抑止対策
③通学路における歩道設置などの交通安全対策
④生活道路の交通安全対策

(3) 関連するSDGsのゴール
③保健 ⑪都市 ⑬気候変動 ⑰実施手段

政策シート 政策名 03 交通安全対策

2024年度
（管理番号）

（担当課）
03 01 002314000 道路企画課

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）
03 04 植田　一 2024.7.1

理想の姿
（30年後）

◆どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

政策の柱
（10年後）

　基本政策 04 安全な生活基盤づくり

予算費目名 01 道路企画費

　分野 03 安全・安心・快適

◆災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けている。
◆居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。



2024年度
（管理番号）

（担当課）
03 01 002314000 道路企画課

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）
03 04 植田　一 2024.7.1

◇政策実現のために実施する事業一覧

○ ○

○ ○

○

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800 

1.04,573,284 4,503,284 9.6
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3 交通安全推進事業 158,714 126,514 4.2 1.0

1
交通安全施設等整備･修繕事
業

3,775,470 3,746,770 4.1

道路照明灯LED化更新事業 639,100 630,000 1.32
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1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

交差点等事故削減対策の実施箇所数（箇
所）

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

自転車通行空間等整備率（％）

JR弁天島駅（国道301号）UD化整備率（％）

通学路整備要望対応率（％）

中規模要望（高判定）の残件数（件）※2018
年度末時点における累積未実施分（土木部
全体）

目標

60 60 60

70 80 90

実績 328 200 44 20

92 46目標 335 212

60
実績 76 65 58 83 81
目標 60 60

－
実績 5 5 5 5 － －

実績 60 60 65 67 80
目標 5 10 70 100 －

100

2020 20
20 20 20

2024
(R6)

目標 65 65

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

65 70 80 100
実績 50 50 50 50 50

再任用(26h)

28,700

人工

正規 2.5 3.5 3.5 3.5 3.6 4.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 17,500 24,500 24,472 24,500 25,200

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

2,372
一般財源 2,490,515 1,600,482 2,011,945 2,158,650 2,235,836 2,014,198
その他 587 414

849,514 849,372
市債 235,600 1,197,400 245,900 490,800 628,800 883,200

国・県支出 429,227 893,683 666,894 670,096

3,483,067

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

3,589,355 3,746,770
決算 3,155,930 3,691,565 2,925,153 3,319,546 3,716,522

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

安全、安心な歩行空間の確保、バリアフリーの推進により、誰もが暮らしやすい快適な生
活環境の実現が可能となる。

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-1(1)ア

事業シート （事業名） 01 交通安全施設等整備･修繕事業

2024年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）

03 04 03 01 002314000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

3,775,470年間経費(予算又は決算+A+B) 3,173,430 3,716,065 2,949,625 3,344,046 3,741,722

道路企画課 植田　一 2024.7.1

1952 - 一般会計 自治事務（法令義務）
交通安全施設等整備事業の推進に関す
る法律・交通安全対策、基本法・社会資
本整備重点計画法

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

・自動車交通分担率が約67％と突出している当市においては、歩行者（高齢者や子ども、障がいのある人等）及
び自転車などの交通弱者の安全対策が重要であり、「人優先」の考えの下に安全で安心な道路交通環境の整備
を図る。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

目標 70

(4) 関連するSDGsのゴール
③保健 ⑪都市 ⑰実施手段

事業費(千円)
予算 3,970,712 3,105,429 3,050,321

70
実績

指標名称

国道257号連尺交差点外1箇所平面横断化
整備率（％）



2024年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）

03 04 03 01 002314000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

道路企画課 植田　一 2024.7.1

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

(1
)6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

・事故削減に向けて引き続き効果的・効率的な事故対策を推進するため、AIを活用して抽出した危険箇所につい
て、最新のデータにより更新を図る。
・「ゾーン30プラス」地区の設定について、引き続き拡大を図るとともに、通学路等へも物理的デバイス設置を検
討する。

・AI分析により抽出した危険箇所や、国指定の事故危険箇所、事故多発交差点等への重点的な対策を実施す
る。
・既存の「ゾーン30」区域等を中心に、物理的デバイスによる速度抑制や抜け道利用の抑制を図り、「ゾーン30プ
ラス」を設定するなど、歩行者・自転車の安全を確保する。
・歩行者の安全確保を最優先とし、通学路整備要望（市内小・中学校）よる通学路等の安全対策を実施する。ま
た、対策内容として、物理的デバイスの設置も検討する。
・自転車事故削減のため、自転車活用推進計画に基づき、交通量が多く、自転車事故の発生割合が高い路線
の自転車通行空間整備を実施する。
・中規模要望事業として幼稚園や小・中学校周辺の歩行空間整備などの要望を優先的に実施する。

・幹線道路等の「事故危険箇所」、「交通事故多発交差点」等における事故削減対策の実施、中央分離帯の閉鎖
（継続事業）
・AI分析により抽出した危険予測箇所のマップ公開と対策実施（新規）
・生活道路における歩行者の安全対策の実施（継続事業）
・通学路整備要望（市内小・中学校）による「通学路」等の安全対策の実施 （継続事業）
・歩行者と自転車利用者、相互の安全性向上を目的とした自転車通行空間等整備の実施（継続事業）
・各区からの交通安全施設の要望に基づく「道路照明灯」、「道路反射鏡」、「防護柵」、「区画線」、「道路案内標
識」等の設置及び修繕の実施
・市単独事業　中規模要望

指標の達成度 計画通り
・事故多発交差点等への対策は計画どおり20箇所を実施し、既対策箇所では約５割の事故削減効果が得られた。また、中央分離帯６箇所を
閉鎖し事故を防止した。
・新たな取組みとして、AIが予測した危険箇所23箇所への対策を実施した。
・生活道路への対策として、側溝蓋掛け等とともに、速度規制と物理的デバイスの組み合わせにより安全な歩行空間を確保する「ゾーン30プ
ラス」を２地区設定した。また、物理的デバイスとして本市初となる「スムーズ横断歩道」を設置した。
・通学路の安全対策は、浜松市通学路交通安全プログラムに基づいた各小中学校等の要望について、グリーンベルトの設置等の安全対策
を年度内75箇所実施し、指標を達成した。
・自転車通行空間等整備は、指標である整備率90％を達成できなかったが、自転車交通量が多い県道浜松雄踏線等において、矢羽根型路
面標示の設置を推進した。

・AI分析により抽出した危険予測箇所のマップが、公開から半年で閲覧回数が22万回を超えるなど、交通事故への市民の関心は高い。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
・継続中の事業について概ね進捗した。
・生活道路における歩行者の安全確保を最優先とした対策として、「ゾーン30プラス」を２地区設定するとともに、
市内で初となる「スムーズ横断歩道」を設置した。

大項目 改善 小項目 ICT化 収集・分析 事業費 拡大 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

目標

実績

目標

実績

実績 38 43

実績 - -

目標 - -

67 96 99 -

2024
(R6)

道路照明LED化更新率（％）
基数ベース

目標 80 45 50 55 60
道路照明LED化更新率（％）

-

- - - 63

- - -

639,100

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 106,441 142,838 498,841 683,340 136,620

指標名称

再任用(26h)

9,100

人工

正規 1.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 10,500 7,119 7,077 7,000 7,000

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

297,000
一般財源 76,581 93,219 272,564 75,240 129,620 83,000
その他

250,000
市債 297,800

国・県支出 19,360 42,500 219,200 303,300

68,029 630,000
決算 95,941 135,719 491,764 676,340 129,620

事業費(千円)
予算 55,000 135,720 1,061,699 168,000

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

消費電力量の削減による電球の長寿命化、CO2排出ガス削減により自然環境の改善に役
立つ。

(4) 関連するSDGsのゴール
③保健 ⑪都市 ⑬気候変動 ⑰実施手段

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-1(1)ア

植田　一 2024.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

道路照明灯のLED化により消費電力量の削減に伴うトータルコストの縮減（電球の長寿命化による維持管理コス
トの縮減）やCO2排出ガス削減等の環境負荷の低減を図ることを目的とする。
また、安全で円滑な道路交通の確保を図るとともに、倒壊防止など防災上の観点から道路施設の適正な維持・更
新を推進するため、経年劣化する道路照明灯の計画的な修繕・更新を図る。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2015 2019 一般会計 自治事務（法令義務） 道路法

事業シート （事業名） 02 道路照明灯LED化更新事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
03 04 03 01 002314000 02
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

道路企画課



植田　一 2024.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
03 04 03 01 002314000 02
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

道路企画課

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

・交通量の多い県道等や都心部のデザイン灯についてLED化を推進する。
・引続き国交付金の活用を図るとともに、市債の活用などにより事業を進捗する。
・措置の必要な道路照明灯について早期に対応する。

・交通量の多い県道及び幹線市道の道路照明灯ＬＥＤ化を優先して実施する。
・都心部等のデザイン灯についてLED化を進める。
・LED化に合わせ、支柱の更新など経年劣化への対応を進める。

・道路照明灯について、消費電力が少なく維持管理コストの縮減や環境負荷の低減にもつながるLED灯に更新す
る。また、老朽化等により劣化が進んだ支柱について、LED化と併せて更新（交換）する。（継続事業）
・県道細江舞阪線、市道中央住吉線等において約250基のLED化を実施した。
・LED化更新が未実施の道路照明灯について概略点検を実施した

指標の達成度 計画通り
・交通量が多い幹線道路の連続照明を優先してLED化したことにより、消費電力量やCO2排出ガスを削減し、環
境負荷を低減した。

・本市においても全庁的にカーボンニュートラルに取り組んでおり、道路照明灯LED化はその一助となる。
・都心部等でみられるデザイン灯は、景観や地域性（商店街等）に配慮した意匠となっているため、LED化に際し
て、同一規格の資材調達が困難なことに伴う地元調整や事業費の増加が課題となる。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
・県道及び幹線市道の道路照明灯LED化を進めた。
・道路照明灯の概略点検により、支柱の経年劣化等が確認された。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

目標

実績

目標

実績

実績 6,582 5,570

実績

目標

5,375 5,094 4,999

2024
(R6)

目標 6,000 6,000 2,500 2,500 2,500
人身交通事故発生件数（件）

2,500

158,714

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 136,937 153,290 148,359 150,470 153,546

指標名称

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
再任用(26h)

32,200

人工

正規 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.2
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 23,800 30,912 30,905 30,800 30,800

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金
一般財源 113,137 122,378 117,454 119,670 122,746 126,514
その他
市債

国・県支出

126,686 126,514
決算 113,137 122,378 117,454 119,670 122,746

事業費(千円)
予算 120,949 123,895 126,481 127,044

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

　交通事故のない安全な社会を目指し交通事故防止に取り組むことで、交通事故を削減
し、誰もが暮らしやすい快適な生活環境を実現する（究極的には交通事故ゼロ）。

(4) 関連するSDGsのゴール
③保健 ⑪都市 ⑰実施手段

総合戦略 （施策）

植田　一 2024.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

　交通安全に関する知識の普及、交通安全意識の高揚を図るための安全教育並びに交通安全広報活動の実施
により交通事故総量の削減を図り、交通事故のない社会を目指す。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1971 一般会計 交通安全対策基本法

事業シート （事業名） 03 交通安全推進事業　　　　

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
03 04 03 01 002314000 03
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

道路企画課



植田　一 2024.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
03 04 03 01 002314000 03
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

道路企画課

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

・自動車学校等と連携し、高齢者を対象としたサポカー体験会のさらなる拡充
・自転車利用者に向けて、交通ルールやマナーの周知とヘルメット着用の推進
・交通事故に対する忌避意識の醸成を図る事業（生命のメッセージ展等）の拡充開催

●交通安全思想の普及
　・交通安全教育の推進（各年代に対する交通安全教室の実施）
　・交通安全に関する普及啓発活動の推進（SNS等を活用した交通安全情報の発信、民間大型ビジョンの活用、
生命のメッセージ展の開催）
　・自転車の安全利用の推進（交通ルールやマナー向上を図る動画放映、ヘルメット着用の広報、スケアードスト
レイト方式による交通安全教室、自転車マナー向上キャンペーンでの街頭広報）
●子どもや高齢者の安全確保
　・生活道路、通学路における交通安全の確保（広報用車両による広報、交通事故AI分析を活用した危険予測箇
所マップの周知）
　・高齢者の事故防止対策（サポカー体験会の開催、シニアクラブ等への出前講座の講師派遣等）
●浜松市交通事故防止対策会議及び幹事会の運営（事務局事務）

●交通安全指導員設置事業負担金を交付し交通安全教育を推進した。シミュレーター等を活用した体験型教室
の実施や、高齢ドライバーを対象とした交通安全教育の充実を図った。（※交通安全指導員設置事業負担金 ＝
各警察署に配置される交通安全指導員の設置費を県と市で2分の1ずつ負担）
●政令指定都市中人口10万人あたりの人身交通事故件数ワースト１からの脱却を目指し、交通事故の大幅事故
削減を図るため、浜松市交通事故防止対策会議負担金を支出するとともに、対策会議及び幹事会を開催し、作
戦内容等を協議・決定及び実行した。
●各季の交通安全運動期間 やゼロの付く日（10日、20日、30日）には、交通安全啓発広報（立哨、広報車等）を
実施し、交通安全意識の高揚を図った。
●自転車ヘルメット着用努力義務化に係る周知のほか、広報啓発活動を実施しヘルメット着用を呼びかけた。
●生命のメッセージ展を複数会場で開催し、交通事故忌避意識の醸成を図った。
●高齢者の夜間歩行時の事故と高齢ドライバー事故を防ぐため、市福祉部局の高齢者向け郵便物に啓発チラシ
（6,200枚）と反射材を同封し配布するほか、警察等と連携してサポカー体験会を各地で開催した。

指標の達成度 進んでいる
・浜松市交通事故防止対策会議が展開する浜松市交通事故ワースト1脱出作戦において、関係団体が、個別に、
また連携して取り組んだことにより、2023年の人身交通事故件数は対前年比95件を削減、これにより作戦開始か
らの９年間で3,916件を削減し、4,999件となった。
・数値目標である2020年末までに6,000件を下回る数値目標を達成したことにより、新たな目標「2025年までに
2,500件以下」を掲げ取り組んでいるが、未達成。

・2021年（令和3年）11月から衝突被害軽減ブレーキ装備について、国産新型車への装着が義務化。
・2022年（令和4年）5月からサポカー限定免許が導入された。
・2023年（令和5年）4月から自転車乗車時におけるヘルメット着用が努力義務化。
・2023年（令和5年）7月から「特定小型原動機付自転車」と新たな車両区分が定義された。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
・各年代に応じた交通安全教室の開催を通じて、交通安全思想の普及啓発に努めた。
・高齢運転者の事故防止を図るため、サポカー体験会の充実を図った。
・自転車ヘルメット着用推進に向けた周知やモデル校へのヘルメット提供及び推進活動を実施した。
・生命のメッセージ展の拡充開催を行った。

大項目 改善 小項目 協働・助成 条例・要綱等 事業費 現状 人工 現状


